
約2万人が回答！

「子どもの笑顔を広げよう！クイズ&アンケート」

結果報告
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「子どもの権利条約」国連採択30年、日本批准25年にあたる2019年、

創価学会女性平和委員会は「子どもの笑顔キャンペーン」と銘打ち、条約

の精神を根づかせ、子どもたちをあらゆる暴力から守るための啓発活動を

スタートしました。

2020～21年、コロナ禍にあっても推進できる方法を模索し、WEB上で

「子どもの笑顔を広げよう！クイズ&アンケート」を実施。当委員会メン

バーが中心となって、SNS等を使って呼びかけると、その趣旨に賛同した

人の輪が広がり、約2万人から回答を得ることができました。

以下、「クイズ&アンケート」の概要とその結果をまとめました。

いまコロナ禍で、子どもたちを取り巻く学びや環境の課題は切実さを増し

ています。私たちは、「条約」の精神を軸に子どもの命を守り、声を聴き、

健やかな成長を支えるために何ができるかを考え、子どもの笑顔が広がる

明日のために、これからも努力を続けていきます。

2021年9月

創価学会女性平和委員会

創価学会女性平和委員会は、「広げよう！子どもの権利条約キャンペーン」

に参加しています。



対象：18歳以上のおとな。

期間：2020年11月～2021年4月

方法：Googleフォームを使ってクイズ&アンケートを作成。

各自がURLにアクセスし、回答・送信する。

回答しながら解説を読み、理解を深める。

回答数：19,605人

調査の概要：全8項目

・Q1～Q3は、クイズ形式で「子どもの権利条約」の認知度、そして“子どもの権利”

についてどう理解しているかを問い、解説で条約の4つの原則を確認しています。

・Q4～Q8では、アンケート形式により、しつけと称する体罰の禁止が法制化されたこ

とへの関心や、子どもの健やかな育ちのために有効なサポートについてききました。

《 年代別 》

「子どもの権利条約」は、196か国・地域

が批准した、世界で最も広く受け入れられ

ている人権条約です。

正解：１か国（アメリカ合衆国）

※条約に署名しているが批准はしていない

Q１. 世界の国・地域の中で「子どもの権利条約」を批准

（正式に条約を結ぶこと）していない国はいくつある

でしょうか？ （１つ回答）

18.9%

19.0%62.1%
☝ポイント！

クイズを通して「子どもの権利条約」について考えました

【内訳】

《 性別 》

女性 17,096人

男性 2,335人

その他・回答しない 174人
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41-50

17.9%

51-60

29.8%

61-70

28.0%

18-30

4.2％
31-40

10.2%
70歳以上

9.9％



Q3. 世界では、毎年、２人に１人の子どもが何らかの暴力を受けています。

日本ではどうでしょうか？ （１つ回答）

正解：データがない

日本では、政府による、子どもに対する

暴力の実態を把握するための調査が行わ

れていません。

子どもを暴力から守るためには、正確な

調査が必要です。

Q２.「子どもの権利」に関して、正しいと思うものをチェックしてください。

（複数回答）

正解：B・D・F

☝ポイント！

27.6%

27.2%
24.7%

20.5%

☝ポイント！
学びも遊びも、自由に意見を言うことも、子どもの大切な権利です。

「子どもの権利条約」には、４つの原則があります。

★差別は禁止（２条）

★子どもにとって最もよいことを（３条）

★生命が守られ、成長・発達できること（６条）

★意見を表明し、尊重されること（12条）
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A. 子どもには勉強する義務があります。

B. 子どもには遊ぶ権利があります。(31条)

C. 大事なことを決めるとき、子どもは未熟だから、
意見を聞く必要はありません。

D. 子どもに関わることは、「子どもにとって最も
よいこと」を第一に考えて決めます。(3条)

E. 子どもを一番大事に思っているのは親！だから
子どものことは全部親が決めます。

F. 子どもは、あらゆる暴力から守られなくては
なりません。(19条)

52.5％

3.3％

78.6％

83.2％

97.1％

1.3％



Ｑ５.しつけに体罰は必要だ、という意見について、あなたはどう思いますか？
（1つ回答）

Ｑ４. 日本では2019年、保護者等による子どもへの体罰が法律で禁止されました。

このことをご存知でしたか？（2020年4月施行）

アンケートを通して、子どもへの「体罰」に関する意見をききました

わからない

8.9%

決してすべきではない

74.3%

時には必要だ

16.5%

しつけに体罰は絶対に必要だ

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
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しつけと称する体罰が法律で禁止されたことを「知らなかった」は26.７%、

また、しつけに体罰は「絶対必要だ」「時には必要だ」「わからない」と、

体罰を容認する意見が25.７%ありました。

Q2で97.１%の人が「子どもはあらゆる暴力から守られなくてはならない」

と回答していることと比較すると、しつけと称する「体罰」を「暴力」とは

考えない人が一定数いることがわかります。子どもを健やかに育むためには、

「たたかない、どならない」子育てが大切です。

（厚生労働省HP「体罰等によらない子育てを広げよう！」参照）

26.7%

73.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

知らなかった

知っていた



家族や自治体のサポートなど８つの選択項目を設定したところ、すべての項目で

82％以上のチェックがつきました。心豊かな子育てのためには、保護者だけで

抱えこまないように周りや社会の適切なサポートが必要です。

Ｑ６.「たたかない、どならない」心豊かな子育てのためには、親・保護者への

サポートも大事です。有効だと思うこと全てをチェックしてください。

（複数回答可）

82.2%

82.4%

93.4%

84.5%

86.0%

86.1%

92.5%

95.8%パートナーや家族のサポート

相談できる友人、子育て仲間

ご近所・地域コミュニティーの温かい見守り

子育てに理解のある職場環境

子育て広場、一時預かりなど、行政サービスの充実

経済的支援

専門家・経験者のアドバイスにアクセスできること

保育園、幼稚園、学童保育の充実
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年配者の力

を有効に活用

（60代女性）

子育て世代

以外の人の理解

（30代女性）

孤独にさせない！

孤立させない！

（50代女性）

他者への暴力が

自身をも傷つける

ことを学校教育で

徹底する

（60代女性）

子どもの成育

環境の形成に

みんなが関心

を持つこと

（40代男性）

両親、保護者が

ストレスをため込

まない社会環境

（20代男性）

街中にもっと

啓発するような

ポスターや広告

を増やす

（40代女性）

時間のゆとり

リフレッシュ

（40代女性）

完璧な育児

を求めない

（30代女性）

親への

カウンセリング

やアンガーマネ

ジメント等

（50代女性）



Q7. あなたが子どもだった頃の心の支えを教えてください。

（人、物、言葉など、なんでもお書きください）

Q8.「子どもの笑顔」のために、あなたが心がけていることがあれば、具体的に

教えてください。

他にも心のこもったたくさん

のご回答をいただきました

笑顔
子どもに笑顔で接する/保護者自身が笑顔でいること/

みんな笑顔でいられる環境作りなど

ほめる
子どもの良いところを見つけてほめる/頑張った

ことをほめる/どんな小さなこともほめるなど

声をかける
温かいことば/挨拶/地域の子どもにも声を

かけるなど

子どもの話を最後まで聞く/子どもの心に寄り添う/

子どもの意思を尊重するなど
話を聞く

《多かった回答 ベスト3》

いろんな経験を

できる環境の用意と父親の

母親へのサポートと理解

（30代男性） 幼い時から

「宇宙で一番好き！

生まれてきてくれて

ありがとう」と伝え

ています（50代女性）

私は保育士ですが、

子どもたち全員が宝物で、

大事な存在であると感じ

ます。その気持ちを素直

に表現しています

（20代女性）

息子は今

反抗期ですが、信じて

見守ることにしました

（40代女性）

父親として心がけて

いることは、休日に思い

切り遊んであげること

（40代男性）

電車の中で困って

いるお母さんがいたら

サポートしてあげたり

子育て中のお母さんを

励ます（60代女性）

毎日一度は

ぎゅっと抱きしめて

スキンシップ

（30代女性）

遠足や部活の試合の

時は、テンションがあがる

ように、お弁当に好きな

おかずを入れてあげる

（50代女性）

家族
両親

母
友だち

父

兄

姉

祖父母

担任

先生

言葉

兄弟

本
ペット

音楽
姉妹

愛情

夢

使命

周囲の大人

親戚

笑顔

思いやり

褒められる

優しい

見守る

温かい

励まし

特にない
楽しい

話せる

甘える
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美味しい



「クイズ&アンケート」に寄せられた感想の中から一部をご紹介します。

❖ クイズは、なかなか難しい。勉強になりました。

❖ アンケートに答えることで、日頃の親子の関係を、立ち止まって考えるよい時間に

なりました。

❖ 虐待のニュースを見聞きするたび、胸が痛みます。未来を担う子どもたちが健やかに

幸せに暮らせるように、私も自分にできることをやりたい。

❖ 無関心でいてはいけない。「子どもは宝」と、近隣のみんなで守り、育てていきたい。

❖ 世界中の子どもが笑顔になる、幸せになる、そんな世界の実現を祈り、自分にできる

ことを探します。
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回答してくださった

皆様、ありがとう

ございました。

ご協力いただきました

「クイズ＆アンケート」

の全文です。


